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日立市内で平成 6年に成人を迎え

た人3519名 。社会へ巣立つ若者
たちの声を聞いてみました。

(成人祝実行委員 )

☆式典の必要性は ?
「けじめとしてやった方がよい」が

過半数。

☆成人式に参加しての感想は ?
昔の友人に会えてよかった。

磁i[:】i[]量内の方が緊
☆将来の夢は?
ゆっくり世界 (日本)二周の旅。
普通のくらし。

☆日立市がどんな町だったらよいか。

若者が集まるまち。

東京、横浜みたいな明るく活動的

なまち。

もっと緑の多いまち。

☆将来日立に住みたいと思うか。
「思う」が半数。

☆日立て好きな場所。

海、新都市広場、神峰公回。

☆今、一番欲しいもの。

■、お金、家、時間、愛。

☆今、一番尊敬している人。

地域の伝統芸能保存や気負わないポランティア活動、

スポーツ少年団や子とも会活動の支援などで活躍してい

るひたちの若者をたずねました。まちのあちこちでこの

ような運動をとおして自分づくりをしている若者たちに

エールをおくり、若者たちが自分たちのまちづくりに参

カロするきっかけにしたいと思 tヽ ます。

高校生ノ子どもと大人のパイプ役

日立YLC

部活の先生、母、プロサッカー選

手、友達 .

☆あなたの大人のイメージは?
自己コントロールの出来る人。

常に夢をもっている人。

常識のある人。

年をとってもかっこいいさわやか

おじさん。

自分に正直に生きている人。

☆環境問題をどう考えるか。

大気汚染については行政は積極的

■バティオ広場でくつろぐ新成人の皆さん

YLC(日 立ャングリーダースク
ラブ)は、子ども会の代表や OBて
構成され、子どもたちに夢を与え、

子どもたちと大人のパイプ役として

活動しようとつくられた高校生だけ

のポランティアグループです。

YLCの 活動拠点1よ青少年センタ
ーです。市内の各子ども会から派遣

依頼を受けて、レクリI― ションの

指導や リーダーの育成を図ったり、

ホームで行う事業協力をしています。

★自分を知っている子が気軽に声を

かけてくれる。

★子どもたちが笑顔て『楽しかつた

よ、また来てね。Jと 言ってくれる。

★何ても話せる仲間が増えた。

☆学校へ行くことが楽しくなった。

など、YLCの 活動をしてよかっ
た。とメンバーが口々に語ってくれ

ました。

YLC会 員随時募集 /興味のある
方は、青少年センター(a35-1466)
へお問い合わせください。

ます。

そのお諏訪太鼓に昨年から女子高

校生の 4名の打手が加わり、その響

きが一段と輝きを増しています。

彼女達が、このお諏訪太鼓に加わ

ったのは、本人たちの希望とのこと

だが、その背景には大鼓を存続させ

たいとねがう大人たちが、子ども会

に呼びかけ、盆踊りのお囃子を子ど

もに教えてきたことにあります。

この大鼓は「鮎川流し…」など、

諏訪の自然や生活から81作されてい

るが、若者の感覚がどのように自分

の住む地をとらえ、これからどんな

太鼓を81り 出すか楽しみだ。そして

「彼女たちは覚えが早いんですよ」と

打ち手の会長は目を細めています。

練習時間など大変さは想像されま

すが、しっかり地元に根を張れとみ

んなが見守っています。

①リサイクルロ的のジャンポフリー

マーケット ②リサイクルと電カク
イズ ③東京ガス吹奏楽団演奏 ④
市民生協レインポーフェスァィハル

⑤科学館サイエンスショー ⑥ライ
フ ケア ひたちの模機店 ⑦市民
教授展示 指導 ③オープニングセ
レモニー ⑨資源再利用 ⑭シクラ
メン ランの栽培 指導 販売

に対策をとるべきだ。

個人でできることから始めるべき。

買物をしたらごみの多さに驚く。

政府、大企業が真剣に考えて。

森林をもっと大切に、緑が一杯の

日本にしてほしい。

お諏訪大鼓は「諏訪の森に和大鼓

の音を響かせたい」と、県の無形文

化財諏訪散々楽の笛方の有志が、長

野県の諏訪大社保存会の手ほどさを

受けて誕生してから 15年 目になり

諏訪太鼓

打ち手に女子高生

障害を持った人たち

じI重;9檀皇LI
た『飛鳥クラブJ。 月 1

回行なっているこのク

ラプの・・
rt動によ、茨キ

リ大学の学生や 20代
の若者たち約 20名 が
ボランティアとして協

力しています .

日頃の感想を「 llいてみました。

★簡単なゲームやボール遊び等、皆

ていろいろな事をするのが楽しくム

キになってやつています。

☆明るい笑い声が絶えないのがいい、

みんなの優 しさに感動中です。

☆飛鳥クラプの仲間といる時が私の

学ぶ場であり安らぎの場です。

★障害者をょり身llな存在として感

しています .

★日曜の早起きはつらいけれど皆と

遊べると思うとパッと目がさめます。

★仲rHlは何事にも積極的で明るくス

ポーツを通してみんながJ/Jけ合い協

力しあう姿は素I青らしいと思います .

■ポーリングを楽しむクラフの人たち

小学校 4年生のとき友達に誘われ、

バ ドミントン少年団へ入団。これが

きっかけてレクリェーションシニア

リーダーの資格をとった松岡さんに

聞きました。

指導者の規切な指導のおかげてバ

ドミントンが楽しくなり、小学校を

卒業してからもお手伝いをしたいと

思うようになり、中学生てジュニア

リーダー、高校てはシニアリーダー

の資格を取りました。現在は子ども

たちのまとめ役をしています。

リーダーを続けてよかつたと思う

ことは、子どもたちの目線でものを

見ることを教えられたこと。悩みは、

自分が部活動をしているため、なかな

か少年団の練習にいけないこと、シ

エアリーダー研修会で指導方法など

理論的なこと|よ学べても、実践活動

で生かせないことです。

今後は、日独の少年団交流会に参

加して、外国の少年団やスポーツ活

動を学べたらと希望を膨らませてい

ます。

日立市では市民生活全般にわたる生涯学習を「百年塾運動」として進めています。
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Jミ センで、 8学区 (中小路～河原

子)の ]ミ ュニテイ推進者約80人が

集まって、「jL球の環境を考える」

をテーマに、再生資源分yllの新方式

について話し合いが行われました。

最初に、竜ヶll hて 自ら実践してい

る岡部小春さんから、町内会(1200戸 )

で分

"1収

業を始めた動機、現状、F・1題点

■について言舌がありました。特に実践

する上では自治会役員だけてはなく、

住民一人ひとりが納得するまで話し合う

ことが■ujであり、生活者の立場に立

ったイ政の考え方、住民の協力体制、回

収業者の育成の3■を強調されました.

引き続き実践者代表の成沢の力Π藤

さん、業者を代表して目立環境セン

ターの篠崎さん、行政からごみを減

らす課を助言者にァィスカッション

が行われました。どうしたら、ごみ

を減らすことが出来るのか。新方式

を行っている地区が少ない.立ち番
のP・l題点.出す人の不心得。分別し

た資源を業者は一緒にしてしまう等

と活発な意見が出されました。

これに対し、諏訪、油縄子、成沢

の実践者から問題解決の苦労話など

があり有意義な話し合いてした。

しかし、実践している人たちと行

政の問題把握意識にずれが感じられ、

行政にはもっと問題の本質を見極め

た話し合いをしてほしいとのささや

さが聞こえました。

‐全国でもトップレベ′́の普及華  |
1  -一 炒 叫
あなたは地下に潜った下水の行方

について考えたことがありますか。

昨年末のフェスタ '98て とりあげた

“下水道"は予想を上回る反響があ

り、環境問題に対する市民の関心の

高さを示しました。

下水は73Nだん直接私たちの目に触

れません。ゴミを流すのは簡単です。

無意識に流したわずかな油て下水道

が泣いているかもしれません。それ

どこうか、紙オムツのようなとんで

もない物まで流れてきて、処理場の

運転に支障をきたしていることtl少

なくないのです。下水道は家庭から

出た汚水を処理してきれいな水にし

たり、コンポスト (肥料)に して地

球に戻す大切な役目をしています。

全国でもトップレベルの高い普及

率を誇っている日立の下水道。見え

ないところて市民の生活を支えてく

れる “下水道"。 この機会に感謝を

ささげ、認識を新たにしてみたいも

のです。

リサイクル推進分科会が中心にな

り、工場で発注するすべての廃棄物

の青1減とリサイクル推進を平成 5年

度から強力に進めています。

廃棄物処理費の削減と同時に、資

源の有効活用と地球環境の保護に少

しても役立てることを目的としてス

タートしました。

このシステムを進めるには一人ひ

とりの意識が大切と、標語募集や

ビラ配りをしたり、より多くの従業

]i「7をilii:|を i][:)
に看板や新しい専用容器を24か所
に設置、また、すべての紙をごみに

しないために各職場にシュレッダー

を配置しました。焼却の紙ごみは透

明ポリ袋に入れ部署名の記入を義務

づける徹底ぶり。

回収する人にもやさしい収集方法

を取るなど細かい配慮もしています。

「会社での習慣が家庭てもつい出て

しまうJと いう業務課長の猪俣さん

の話は印象的てした。

_ヽ________J型 里型望J聖
=■
二

2月 5日 (Jl)午後 1時からl● 川

リサイクル事業

日鉱金属

市内の企業や事業所等の資源の有

効利用・環境問題への取り組みや、企

業の特性を生かしたさりげない地域

貢献、新 しいテーマに添った動きな

どを取材しました。

この事業所は、従来から家電製品

を )く っていることもあって、小学

校 5年生の社会科「工場で働く人J

の授来の一環として見学したいとの

1,内外からの要望に応えて、積極的

に応援してきました。

しかし、小学校のカリキュラムが

変わり「1揚て働く人」の授業が 5
年生から 3年生に引き下げられたこ
とを受けて、これに対応するため平

成 5年、日立市教育研究所のアドバ

イスを受け、小学校 3年生からの見
'I受 ブ入れ体制lを整えました。

事務
'テ

ては見学の1キ、話だけでは

わかりにくいと、 3年生にも理解て

きるようなスライ ドをつくる準備を

しているとか。

「 Plい イメージがあるか tl知れませ

んが、お父さんの働いているところ

をビひ見て欲しい、いつてもどうぞ」

と,1務課主任の阿部さん。小学生の

見学を歓迎しています。

〔

日立駅前

撃〕サ貫岳内会がスター ト〕

この度、駅前開発地区の商店街や

この地区て事業活動を行っている会

社 団体など 28事業所がオフィス
町内会をスター トさせました。

この町内会は、地区内環境つ美化、

各事業所の古紙回収や地域行事への

積極的参加、情報交換等によって地

域の活性化をはかり、ここう豊かな

まちづくりに寄与しようというもの

です。

さっそく4・.1回 目の事業として去

る 1月 21日 には、各事業所からた
くさんの人たちが参加 して地域清掃

に汗を流しており、今後の活動と広

がりに大きい夢を感じました。

なお、事務局は当分の F・5シ ビック

センターが担当するそうです。

市の発展に寄与してきました。一方、

その過程において大煙突に象徴され

るように、常に環境問題の解決とい

う課題に対処してきました。そして、

今、企業の社会的使命と責任に別の

角度から真余1に取り組んているのが

クリーン リサイクル事業です。」
と、C&R課長の宮崎さん。
1978年 にスタートしたこの事
業の目的は、製品として役目を終

えた産業廃棄物から有価金属を回収

し、再び資源に戻すリサイクル化と、

処理困難な産業廃棄物の無害 滅
量を図るクリーン化、の二つてす。

社会の高度成長に伴って生した産

業廃棄物の処理をはじめとする環境

問題は、今や企業のみならずすべての

人々が地球規模て取り組まなければ

ならない状況に立たされています。

日立の街のシンポルともなっていた

あのr大煙突Jは、天寿を全うするか

のごとく姿を変えてしまいましたが、

81業以来「無公害操業」をもって地域

との共存共栄と自らの責任を問い続

けてきた同社の企業精神は、時代に

先駆けて今も脈々と受け継がれ、私
| たちに改めて人

間としての生き

る姿勢をも考え

させてくれます。

産業廃棄物

|エ
リカサークリ́ (社交タンス)|

|カラオケの集い 劫卿音10よみ脚 方 |
ホームヨーガ教室
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日立の桜を全国に知ってもらおうと、

いつても、どこでも、誰でもてきる

日立市民つ「明るい歌と踊り」が完成.

豪発議会&歌籠ショー(志摩幸子 若条まゆ美)

04月 2日0 午後1時～1910円
0日立市民会館大ホール(戸失●2-“ 46)

日立市健康づくり推進協議会

日立桜まつり発表会実lr委員会1璽:繭:動…」
日立市では市民生活全般にわたる生涯学雪を「百年塾運動」として進めています。


